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未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
守
る
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

　  

制
度
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書

　
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
は
、
教
育
の
機
会
均
等
及
び
義
務
教
育
費

無
償
の
原
則
と
し
て
、
全
国
の
ど
こ
で
学
ん
で
も
子
供
た
ち
が
等
し
く
教

育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
自
治
体
間
で
の
教

育
水
準
に
格
差
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
制
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　

ま
た
、
当
該
制
度
は
、
国
に
よ
る
教
育
分
野
の
「
最
低
保
障
」
と
い
う

べ
き
も
の
で
あ
り
、
地
方
分
権
の
推
進
を
阻
害
す
る
も
の
で
は
な
く
、
す

べ
て
の
国
民
に
対
し
適
正
な
規
模
及
び
内
容
の
義
務
教
育
を
保
障
す
る
こ

と
は
国
の
重
要
な
責
務
で
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
対
し
、
一
人
一
人
の
国
民
と
し
て

必
要
な
基
礎
的
資
質
を
培
う
た
め
の
豊
か
な
教
育
を
保
障
す
る
こ
と
は
、

国
の
社
会
基
盤
形
成
の
根
幹
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
平
成
十
八
年
度
に
お
い
て
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
は

堅
持
さ
れ
た
も
の
の
、
義
務
教
育
費
の
国
負
担
率
は
二
分
の
一
か
ら
三
分

の
一
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

　

現
在
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
が
減
額
さ
れ
た
分
は
地
方
交
付
税
で

措
置
さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
十
四
年
度
予
算
の
地
方
交
付
税
は
約
十
七
・

五
兆
円
で
、
義
務
教
育
に
と
っ
て
恒
久
的
に
安
定
し
た
財
源
と
は
言
え
な

い
。

　

全
国
的
な
教
育
水
準
を
確
保
し
、
安
定
し
た
地
方
財
政
を
構
築
す
る
た

め
に
は
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
率
を
二
分
の
一
に
復
元
す
べ
き
で
あ
る
。

　

教
育
予
算
は
未
来
へ
の
先
行
投
資
で
あ
り
、
子
供
た
ち
に
最
善
の
教
育

環
境
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
は
社
会
的
な
使
命
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
義
務
教
育
費
の
負
担
率
を
二
分
の
一
に

復
元
す
る
こ
と
を
含
め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
さ
れ
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島　

原　

市　

議　

会

　

  

教
育
予
算
を
拡
充
し
、
三
十
人
以
下
学
級
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

　

義
務
教
育
は
憲
法
の
「
教
育
の
機
会
均
等
」
と
「
義
務
教
育
無
償
の
原

則
」
に
基
づ
い
て
、
子
供
た
ち
一
人
一
人
に
国
民
と
し
て
必
要
な
基
礎
的

資
質
を
培
い
、
日
本
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
を
心
豊
か
に
育
て
る
使
命

を
負
っ
て
い
る
。
豊
か
な
教
育
の
保
障
は
国
の
社
会
基
盤
形
成
の
根
幹
と

な
り
、
義
務
教
育
の
全
国
水
準
の
維
持
向
上
や
機
会
均
等
の
確
保
は
国
の

責
務
で
も
あ
る
。

　

文
科
省
は
平
成
二
十
二
年
八
月
、
新
・
教
職
員
定
数
改
善
計
画
を
策
定

し
、
政
策
コ
ン
テ
ス
ト
の
た
め
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
お
い
て
も
、

少
人
数
学
級
の
推
進
は
国
民
か
ら
高
い
支
持
を
得
た
。
国
会
は
平
成
二
十

三
年
四
月
十
五
日
、
義
務
標
準
法
の
改
正
案
を
可
決
し
、
小
学
校
一
年
生

の
三
十
五
人
以
下
学
級
が
実
現
し
た
。
ま
た
、
政
府
は
、
義
務
標
準
法
の

改
正
は
見
送
っ
た
も
の
の
、
平
成
二
十
四
年
度
政
府
予
算
案
で
加
配
定
数

の
拡
充
に
よ
り
小
学
校
二
年
生
の
実
質
的
三
十
五
人
以
下
学
級
実
現
の
予

算
措
置
を
行
う
な
ど
、
義
務
教
育
の
改
善
に
つ
な
が
る
政
策
を
打
ち
出
し

て
い
る
。

　

日
本
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
に
比
べ
て
、
一
学
級
当
た
り
の
児
童
・
生
徒
数

や
教
員
一
人
当
た
り
の
児
童
・
生
徒
数
が
多
い
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
並
み
の

教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
、
国
の
財
政
負
担
と
責
任
で
学
級
編
成
を

三
十
人
以
下
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
日
本
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
教
育
費
の
割
合
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国

の
中
で
最
下
位
か
ら
二
番
目
と
な
っ
て
い
る
。
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
、

国
民
と
し
て
一
人
一
人
が
必
要
な
基
礎
的
資
質
を
培
う
た
め
に
豊
か
な
教

育
を
保
障
す
る
こ
と
は
、
国
の
社
会
基
盤
形
成
の
根
幹
で
も
あ
る
。
し
か

し
、
平
成
十
八
年
度
に
お
い
て
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
は
堅
持
さ

れ
た
も
の
の
、
義
務
教
育
費
の
国
負
担
率
は
二
分
の
一
か
ら
三
分
の
一
に

下
げ
ら
れ
、
自
治
体
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
。
全
国
的
な
教
育
水
準
を
確

保
し
、
安
定
し
た
地
方
財
政
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
率
を
二
分
の
一
に
復
元
す
べ
き
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
教
育
予
算
を
拡
充
し
、
義
務
教
育
標
準

定
数
法
を
改
正
し
、
三
十
人
以
下
学
級
を
実
現
し
、
学
校
現
場
に
必
要
な

教
職
員
の
人
員
を
確
保
す
る
よ
う
関
係
機
関
へ
働
き
か
け
る
よ
う
要
望
す

る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島　

原　

市　

議　

会

　

四
月
臨
時
会
は
四
月
二
十
日

に
開
会
し
ま
し
た
。
地
方
税
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
島
原
市

税
条
例
の
一
部
改
正
、
島
原
市

都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正
、

島
原
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
の
条
例
と
、
島
原

市
特
別
土
地
保
有
税
審
議
会
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
の
四
議
案

が
提
案
さ
れ
、
委
員
会
付
託
を

省
略
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。   

四
月
臨
時
会
の
概
要


